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と与えられる.GL一極限を離れると7≠e¢となり,(4)式に対する境界条件を再考慮

する必要があるが,これは今後の課題である｡
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4.超 流 動 3Heの 粘 性 率
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｢非平衡超伝導の理論的研究｣の研究会であるが,液体 3Heは電子系の超伝導 と同

じ機構,フェルミ面上のpと-pの運動量をもつ2つの 3He粒子がCooperpairをつくっ

て超流動状態になる｡そこで 3Heの輸送現象 を考えることにより逆に超伝導の理論-

の応用 も考えられる｡

粘性率 での測定で超流動性が明らかになったが,温度を下げるとT<～T｡で再ま急に

減少し,constantになり,さらに低温で又増大する傾向が実験でみられた｡これを準粒

子の衝突による運動量交換によるものと考えて7を理論的に求めた.1),2) 方法はまず

準粒子に対する輸送方程式をたてる｡特に衝突項が重要なので,これを次の方法で求め

る｡まず正常状態での相互作用ポテンシャルをボゴリュ-ボフ変換を行ない,準粒子間

の有効相互作用を求める｡これからボルン近似を用いて衝突積分中の遷移確率を求める｡

特に超流動性を表わすコヒーレンス項に注目して,ポテンシャルは簡単なものを用いる｡

衝突項のエネルギーとポテンシャル依存性が複雑なので,輸送方程式を変分法を用いて

解 く.用いた試行函数はT-0の極限で厳密な解を与え,T- Tc は厳密に求めた7の
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Fermi粒子の超流動体に対する2流体方程式の微視的導出

95%を与えるので,3) 超流動状態の全温度領域で充分よいものであるoO･8≦ t≦1･0

(t-T/T｡)での理論値は Johnsonetal･4)による20気圧 (B相 )での実験 と一はよい

一致を示すが,最近の Reppy5)のよい精密な実験値よりも大きな値を出す｡これは相互

作用の運動量依存性を無視したためと思われる｡

また低温になると準粒子の数が減少 し,平均自由行程 Cが長くなるが,正常状態での

データを用いて低温でのCを評価するとt≦0.2でmnの程度になる06) よって t≦0･2

では準粒子は互いにぶつからないで容器の壁にぶつかる様になり,今までの輸送方程式

は使えなくなることもわかった｡
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超流動He-3において,Bogolinbov準粒子に対するKineticEquation(K･E･)を使って,

種々の輸送係数が計算され,又 Fermi粒子の超流動体に対するK･B の微視的な導出も

されている(.1) ここではS.waveB.C.S.状態に対するK･E.を少 し違 った方法で導出 し,

さらに2流体方程式を導こう｡南部表示の場の演算子に対する2×2行列 Green関数

G≧(pQ'′rt)のK･E･は,
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